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 高校問題は今？  今回の定例議会で一般質問に立ちました。 

             今までの経緯、今後について皆様にご報告いたします。 
 
印西市は、千葉県と住都公団、千葉県企業庁が開発となって進めている千葉ニュータウン

の中心都市であり、「北総の中核都市」として位置付けられています。 
千葉ニュータウン計画は、２市１町２村（印西、船橋、白井、本埜、印旛）に 
人口 19 万４千人の都市づくりを行っていますが、印西市域のみで 12 万余の人口を 
定着させる予定です。木下、大森、小林地区など印西市既存地区を合わせた印西市には 
遠くない将来に 20 万人前後の都市が建設される予定となっております。 
 
現在、印西市には 6 万人、白井町（来年には白井市）は 5 万人を越え、現在印旛郡西地区 
の総人口は既に 15 万人を超えております。やがて、印西市が人口が増えて 20 万人に 
近づいて行ったならば、印旛郡西地区の総人口は 40 万人に及ぶと想像されます。 
そして、このときに高校生は 15000 人（印西市だけで 7000 人程度）が充分想定されます。 
 
しかし、この印旛郡西地区には、印西市に「印旛高校（１学年平均／普通科 240 人他合計 
およそ 320 人）」と「白井高校（1 学年平均／普通科 400 人）があるだけです。 
（千葉ニュータウン開発計画では、4 校の高校新設計画がありますが、このうち 
開校したのは 83 年（昭和 58 年）に新設された白井高校のみです。） 
 
これは、千葉県の高校新設計画が凍結されたため、都市建設中の千葉ニュータウンも 
同じ扱いを受けているためです。千葉ニュータウンへの入居がなりもの入りで進められな

がら印西市のニュータウンに高校が計画どおり新設されないため、印西市内の高校生の 
実に 90％以上が市外の公立、私立学校に通っております。 
 
これは言いかえれば、生徒たちには長い通学時間の負担があり、父母達には「高い通学費」

という経済的負担がかかっているということです。 
印西市部のニュータウンに入居が開始されて 15 年経った現在、幼かった子供達は 
成長し、中学世代が増えてきました。 
何とかして、高校の新設を急ぎましょう。 
 
 
 
 



市として高校設置の希望に対してどれだけ真剣に耳を傾け、県にその要望をあげたのか？ 
 
執行部では、あらゆる機会を通じ県に対して強く要望をしてきたと私の質問に対して 
答弁をいたしました。しかし、残念ながら、この答弁は最後には「千葉県の考えとして 
隣接学区を含め定員は充足しているので『新設の考えはない』という説明」で 
終わりました。結局のところ、過去４年以上同じ回答です。（過去の会議議事録より。） 
「千葉県が認めない」という回答、その回答に対して何の行動も起こさぬ執行部。 
このままでいいのでしょうか？ 
 
（補足）「千葉県の高校づくり政策について」 
 
  千葉県の生徒数は、全国的な少子化の中で、89 年度（平成元年）をピークに 
  減少し、98 年度（平成 10 年）までに 30％減となっています。大幅に定員割れを 
  起こしている高校もあるため、千葉県はこの 10 年間に 234 学級を減らし、統合したり 
 （幕張総合高校）、新タイプ（成田国際高校）への改編に力を尽くしてきた反面、 
 「新設」は議論されることはありませんでした。しかし、ここ 10 数年の間に県内の 
  人口に大きな変動がありました。なかでも千葉県が主体となった千葉ニュータウン 
  での人口増加は顕著なものでありました。それにもかかわらず、全県的に見て、 
  生徒数が増加する印西市は例外的なことであったため、千葉県は新設の要望に 
  耳を傾けなませんでした。（また、残念ながら今までは印西市から強い要望が 
  あがっていないのも事実です。）そればかりか、千葉県は「高校新設凍結論」を 
  押しつけ、人口増加を続ける千葉ニュータウンに対してなんらの対策を 
  示しませんでした。そのことが印西市の高校新設／誘致活動への無言の圧力と 
  なってきました。 
 
＊ 今後の活動について 
 
県の高校問題の解決を図るための、諮問機関として「千葉県高等学校将来計画協議会」と 
いう協議会がございます。この協議会では今年度末までに公立高校のあり方や、中高一貫

教育等について、報告書をまとめ、県教育長に提言いたします。 
（千葉県はその報告書をもとに公立高校の編成計画を作成し、2001 年（平成 13 年）から 
スタートする千葉県の次期総合 5 ヵ年計画に盛りこむといわれております。） 
 
「印西市」としては、この報告書に是非とも「高校新設の願い」を記載して頂かないと 
なりません。 
 
今回、印西市議会では、千葉県知事、千葉県教育長、千葉県議会議長、高等学校将来計画

協議会会長、宛てに要望書等を提出することになりました。これにより、市民皆の願いで

ある「高校新設」に向けて全会一致して行動していきます。 
 
高校設置は印西市民の願いです。既に印西市内に３つ高校用地は確保されているのです。 
（木刈、高花、牧の原駅東側―草深と印旛村造谷にまたがる地区）） 
何としても印西市に高校をもってこようではありませんか！ 
 
 → 定例議会終了後、市政報告会を行います。(時期／７月下旬予定・場所 未定)  
   多くの方の参加をお待ちします。 


